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グループホーム「銀河」における新型コロナウィルス感染者の発生について（その３） 

 

 

１１月１６日（月）、バックアップ施設「てらん広場」に関わる利用者・職員等約３００名のＰＣ

Ｒ検査が保健所により実施され、「てらん広場」の短期入所利用者１名が陽性であることが判明しま

した。 

 

１．当該利用者について 

  陽性者は１１月１０日から短期入所を利用中の方で、利用当初より個別対応を行っております。

今後は二次感染の防止に配慮しながら別室での対応を継続する予定です。 

 

２．再検査対象者について 

  PCR 検査の受検者のうち職員２名・利用者１名については、一次検査で陰性か陽性かの判定が

確定されませんでした。本日保健所にて再判定されると聞いております。なお、この３名は自宅

待機中です。 

 

３．関連施設の運営について 

  上菅田地域ケアプラザは１１月２３日まで貸館は休止いたします。引き続きご不便をおかけい

たします。相談業務は通常通り行っております。 

 

４．１１月１５日までに感染が確認された「銀河」利用者及び職員の状況について 

  グループホーム「銀河」利用者７名は、行政の指示に従い引き続きホーム内にて療養されている

ところです。職員７名は、引き続き行政の指示に従い療養施設や自宅等にて経過観察していま

す。 

 

施設・法人は引き続き保健所等関係機関と十分連携して感染拡大を食い止め、感染者が安全に療

養できるよう努めつつ、感染予防策を徹底しながら利用者支援の責務を果たして参りたいと考えて

おります。 

 

以上 


